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みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作い!はい!

ふれあいネットワークふれあいネットワーク

美作市ボランティア連絡協議会交流会（湯郷地域交流センター）
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いはい!

　

伊
藤
会
長
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
条
件
整
備
と
し
て
先
ず
は
、
住
民

の
主
体
性
を
確
保
し
、
活
動
に
住
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ

と
。
次
に
、
生
活
課
題
の
発
見
の
た
め
に

は
、
要
支
援
者
の
把
握
と
福
祉
関
係
者
に

よ
る
見
守
り
活
動
や
声
か
け
運
動
を
行

い
、
地
域
福
祉
会
議
を
定
期
的
に
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
に
つ
い
て
は
、
暮
ら
し
て
い
く
上

で
不
安
に
な
る
も
の
は
全
て
生
活
課
題
で

あ
り
幅
の
広
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
住
民

に
よ
る
地
域
活
動
は
、
方
法
や
対
応
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
ず
、住
民
が
し
た
い
こ
と
、

出
来
る
と
思
う
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施

し
な
が
ら
の
柔
軟
な
対
応
が
必
要
。
地
域

社
会
の
繋
が
り
の
な
か
で
、
予
防
と
早
期

発
見
が
な
さ
れ
、
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
結
ば
れ

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
地
区
社
協
へ
の
運
営

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
多
く

の
質
問
が
出
さ
れ
、
伊
藤
会
長
は
上
井
地

区
の
実
践
を
踏
ま
え
、
回
答
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
連
絡
会
の
山
本
壽
会
長
は
、
上
井
地

区
の
活
動
に
学
び
、
各
機
関
と
連
携
し
て

地
域
福
祉
の
推
進
を
更
に
進
め
た
い
と
決

意
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
福
祉
力
向
上
の
た
め
に
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

　
　

〈
美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会
の
研
修
会
〉

地
域
の
福
祉
力
向
上
の
た
め
に
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

　
　

〈
美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会
の
研
修
会
〉

伊藤俊之氏の講演に熱心に聴き入る参加者たち

　

２
月
24
日
㈮
、
美
作
市
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会
主
催
に
よ
り
、
地
区
社
協
と
関

係
の
深
い
民
生
委
員
、
児
童
委
員
、
愛
育
委
員
、
栄
養
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
皆
様

を
対
象
に
地
域
の
福
祉
力
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
作
東
バ
レ
ン
タ
イ
ン
プ
ラ
ザ
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
１
０
０
人
の
方
が
参
加
し
、
鳥
取
県
倉
吉
市
上
井
地
区
社
協
会
長
の
伊
藤

俊
之
氏
を
招
い
て「
地
域
の
縁
を
基
盤
と
し
た
地
区
社
協
活
動
の
必
要
性
と
役
員
の
役
割
」

と
題
し
て
の
講
演
を
開
き
ま
し
た
。

あ
げ

え
に
し

い
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いはい!

ご寄贈
ありがと

う

　　　
ございま

したご寄贈
ありがと

う

　　　
ございま

した

　３月９日㈮、日本財団より送迎用車両が、
美作市社会福祉協議会に寄贈されました。
　この車両は、美作市社会福祉協議会の地
域福祉活動推進に有効に活用させていただ
きます。
　この度の寄贈に当たり、日本財団並びに
多くの関係者の皆様に紙面を通じて御礼申
し上げます。

日本財団より送迎用車両が
寄贈されました

　

美
作
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
組
織
す
る
、
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
交
流
会
が
２
月
23
日

㈭
、
湯
郷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習

と
し
て
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
直
原
一
美
先
生
よ
り
ス
ト
レ
ッ
チ
運

動
や
ゲ
ー
ム
、
身
体
全
体
を
使
っ
て
の

じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
講
習
終
了
後
に
は
参
加
者
全

員
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
さ
れ
る
な
ど
楽

し
い
雰
囲
気
の
中
で
交
流
が
深
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

で
は
、
今
後
も
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
む
け
て
の
研
修
会
や
、
交
流

会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

レクリエーションをするボランティアグループの皆さん

ボ
ラ
ン
ティ
ア
会
員
の
交
流
を
深
め
る

〜
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
交
流
会
〜

ボ
ラ
ン
ティ
ア
会
員
の
交
流
を
深
め
る

〜
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
交
流
会
〜
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大
原
支
所

勝
田
支
所

いはい!

　

１
月
31
日
㈫
、
梶
並
小
学
校
３
・
４
年
生
を
対
象
に
、
み
ま
さ
か
点
字
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、
点
字
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
み
ま

さ
か
点
字
サ
ー
ク
ル
の
活
動
な
ど
の
お
話
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
点
字
版
を

使
っ
て
50
音
を
打
っ
た
り
、

用
意
さ
れ
た
文
章
を
打
っ

た
り
と
、
児
童
達
に
と
っ

て
は
良
い
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

２
月
26
日
㈰
、
大
原
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
大
原
地

区
社
協
主
催
の
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
16
チ
ー
ム
約
80
名
の
方

が
参
加
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

２
回
目
の
開
催
で
、
参
加
チ
ー
ム

も
増
え
、
当
日
に
向
け
て
練
習
に

励
ま
れ
た
チ
ー
ム
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
中
に
は
囲
碁
ボ
ー
ル
を
見

る
の
も
初
め
て
と
い
う
人
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
が
進
む
う
ち

に
「
次
は
こ
こ
を
狙
う
ん
で
！
」

と
夢
中
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

外
は
雪
が
ち
ら
つ
く
寒
い
日
で

し
た
が
、
ホ
ー
ル
の
中
は
熱
気
と
元
気
パ
ワ
ー
の
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
上
位
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

●
優　

勝　

古
町
中
Ａ
チ
ー
ム

　

●
準
優
勝　

古
町
下
Ｂ
チ
ー
ム

　

●
第
３
位　

中
町
西
Ａ
チ
ー
ム

点
字
の
体
験
学
習

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た

白熱の囲碁ボール会場

梶並小点字の体験学習
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いはい!

東
粟
倉
支
所

サ
ロ
ン
紹
介
〜
中
谷
い
き
い
き
会
〜

カラー軍手のチューリップ

可愛いチューリップを持って、素敵な笑顔が咲きました

　

中
谷
地
区
は
、
毎
月
１
回
、
中
谷
集
会
所
で
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
の
サ
ロ
ン
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
教
わ
っ
た
、
カ

ラ
ー
軍
手
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
で
き
、
一
足
早

い
春
が
来
た
よ
う
で
し
た
。
準
備
が
大
変
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
見

て
、
参
加
者
も
お
世
話

さ
れ
た
方
も
、
と
て
も

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
に
は
栄

養
委
員
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
男
性
料
理

教
室
を
開
催
し
、
男
性

も
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
工
夫
さ
れ
た
り
、
年

間
で
当
番
を
決
め
て
、

サ
ロ
ン
の
準
備
を
し
て

い
ま
す
。
小
袋
に
色
々

な
お
菓
子
を
詰
め
た
お

や
つ
も
、
サ
ロ
ン
の
楽

し
み
の
一
つ
の
よ
う
で

す
。

特 長
●活動場所と自宅との往復
　途上の事故も補償
●熱中症（日射病・熱射病）
　による障害も補償
●ボランティア自身の
　食中毒や特定感染症
　も補償
●地震等天災によるケガ
　も補償（天災タイプ加入の場合）

お申し込み、ご照会、あなたの地域の社会福祉協議会へ

この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約です。

社会福祉法人
全国社会福祉協議会団 体 契 約 者

株式会社　福祉保険サービス 〒100-0013
東京都千代田区霞が関3丁目3番2号　新霞が関ビル17Ｆ

TEL：03（3581）4667　FAX:03（3581）4763
h t t p : / /www. fukush i hoken .co. j p 〈引受幹事保険会社〉日本興亜損害保険株式会社

取 扱 代 理 店

ボランティア活動保険
日本国内でのボランティ

ア活動中のケガや賠償事故を補償！

安心を支えま
す

ボランティア行事用保険
地域福祉活動の一環として行うボランティアに関する

行事におけるケガや賠償事故を補償！

福祉サービス総合補償
ヘルパー・ケアマネジャー等の活動中の

ケガや賠償事故を補償！

送 迎 サ ー ビ ス 補 償
送迎・移送サービス中の自動車事故等によるケガを補償！

年　間
保険料 Ａプラン...280円　Ｂプラン...420円 天災タイプも

あります。
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いはい!

有限会社  森岩自動車
〒707-0412
岡山県美作市古町1765番地
TEL（0868)78-3163
FAX（0868)78-3164

森岩自動車

美作市明見137番地（docomo前）
TEL 0868-72-9800
 0800-200-9811
http://salon-pepe.com

サロンぺぺ

当店ご来店困難な（体の不自由な方・寝たきりの方）
老人福祉施設・障害者支援施設・その他施設、訪問
サービスいたします!

カット
¥1,500

シルバー会員募集
（65歳以上）

【助成対象になる団体】 日本国内を主たる活動の場とする、
 ⑴ NPO法人、任意団体等（NGO、ボランティア団体等）

【助成対象になる活動】 〈環 境 分 野〉 ⑴地域の自然環境を守る活動
  ⑵循環型地域社会をつくるための活動
  ⑶地域の自然や環境の大切さを学ぶための活動

 〈子ども分野〉 地域の中で、学校外の多様な育ちを応援する次のような活動
  ⑴子どもたちの豊かな遊びの場をつくる活動
  ⑵子どもたちが交流し、学び合える場をつくる活動

【助 成 内 容】 ①1団体に対する助成上限額：30万円

【応 募 期 間】 2012年3月16日㈮～ 4月3日㈫（当日消印有効）　

※詳細は助成団体のホームページをご確認ください。

全労済  2012年地域貢献助成事業全労済  2012年地域貢献助成事業

　

市
社
協
は
、
２

月
21
日
㈫
、
世
代

交
流
多
目
的
ホ
ー

ル（
北
山
）で
、
市

内
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
指
導
員
10
人

を
対
象
に
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
へ
の
対

応
」
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

研
修
会
で
は
、

こ
ま
ご
え
医
院

（
岡
山
市
）
言
語
聴
覚
士
の
松
村
幸
代
氏
を
講
師
に
、
発
達

障
害
の
基
礎
知
識
や
児
童
が
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
学
び
、
講
師
や
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
を
交
え
た

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
美
作
市
よ
り
市
内
８
カ
所
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
管
理
運
営
委
託
を
受
け
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
登

録
児
童
数
は
３
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
異
年
齢
の
児
童
に
対
し
、
指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
今
後
も
研
修
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

村松先生の指導を熱心に聴く指導員

指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
研
修
会
を
開
催
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いはい!

•災害時の対応方法、連絡先がわからない。
•災害時要援護者は災害に気づきにくい、迅速な避難や対応ができない。
•災害ボランティアの存在を知らずに片付けなどを依頼できない人が大
勢いた。

平成21年に美作市を襲った風水害のように、災害はいつ、どこで、どのようなものが発生するかわかりませ
ん。社会福祉協議会には、地域と一体になって災害時に要援護者（高齢者、障がい者・児等）の支援方法につ
いて検討していくとともに災害ボランティアセンターのマニュアル化を進め、災害ボランティアの育成・啓発
についても地域とともに取り組んでいきます。

アンケートや座談会から
寄せられた「住民の声」
（活動目標が生まれた背景）

地域福祉活動計画の活動目標と取り組み内容地域福祉活動計画の活動目標と取り組み内容

「住民の声」を解決するための取り組み

活動目標8 災害に対する意識づけ

❶ 災害時の救援・助け合い活動の仕組みづくり
地域の取り組み内容 地域の取り組みを支援するための社協実施事業

•防災研修に関する講師のリスト化及び社協だより等で紹介。
•美作市の防災計画やハザードマップの確認。
•災害対策マニュアルの把握と防災備品の紹介。
　「救急医療情報キット」等を紹介し、地区社協活動で取り
組んでもらえるように促す。
•要援護者情報が容易に把握できるよう地域で体制を整備す
る。

•防災訓練や研修会を地域で行いましょう。
•各地域の実情に応じた緊急時の連絡体制、
避難場所等の整理、周知を図りましょう。
•日頃から災害時に備えて災害時要援護者
の把握に努めましょう。

❷ 災害ボランティアの育成・災害ボランティアセンターのマニュアル化
地域の取り組み内容 地域の取り組みを支援するための社協実施事業

•関係機関等が開催する防災ボランティア講座等への参加募
集をする。
•被災者支援の迅速な対応に向けて災害ボランティアセンタ
ーを設置する等マニュアルを作成する。

•災害ボランティア研修や災害ボランティ
アセンターの運営等研修会へ参加しまし
ょう。

Part.8

美作市古町1778-1
☎ 78-7195・FAX 78-7196

〒707-0413  岡山県美作市中町301
TEL. 0868-78-2610
http://www.matsupro.com/
E-mail：info@matsupro.com
江見営業所：TEL. 0868-75-0266

LPガス・住宅設備・米穀 あなたの健康を応援します。
処方せん調剤・くすり

ありもと薬局大原病院前店
〈営業時間〉 平　日 AM8：30～PM6：00
 土曜日 AM8：30～PM1：00
〈定 休 日〉 日曜日・祝祭日

MATSUMOTO
PROPAN Inc.
有限会社

松本プロパン店
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い!はい!

一
般
寄
付

物
品
寄
付

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

見
舞
い
返
し

長
谷
内　
　

絹
田　

克
美　

様

（
亡　

千
代
子
）

長
谷
内　
　

絹
田　

英
二　

様

（
亡　

謙　

吾
）

梶　

並　
　

柴
田　

龍
介　

様

（
亡　

つ
ね
よ
）

宮　

本　
　

藤
原　

良
介　

様

（
亡　

德　

一
）

今　

岡　
　

福
田　
　

司　

様

（
亡　

亀　

夫
）

今　

岡　
　

井
並　

芳
道　

様

（
亡　

光　

重
）

野　

形　
　

柴
山　

橿
市　

様

（
亡　

仲　

代
）

下
庄
町　
　

平
尾　

正
倫　

様

（
亡　

忍　

三
）

明　

見　
　

水
島　

亨
子　

様

（
亡　

宣　

一
）

田　

殿　
　

堀
家　
　

猛　

様

（
亡　

昌　

次
）

平　

福　
　

山
本　

政
子　

様

（
亡　

暢　

幸
）

林　

野　
　

今
枝　

雅
子　

様

（
亡　

良　

子
）

林　

野　
　

薄
田　

順
司　

様

（
亡　

八　

重
）

林　

野　
　

山
本　

正
美　

様

（
亡　

清　

）

海　

内　
　

水
嶋　

幹
博　

様

（
亡　

操　

）

海　

田　
　

萬
代　

道
宏　

様

（
亡　

　

雄
）

巨　

勢　
　

卯
野
由
美
子　

様

（
亡　

杉
山　

幸
子
）

三
倉
田　
　

平
井　

勝
子　

様

（
亡　

公　

司
）

位　

田　
　

濵
田　
　

貢　

様

（
亡　

泰　

）

位　

田　
　

竜
門　
　

司　

様

（
亡　

照　

子
）

湯　

郷　
　

尾
髙　
　

貢　

様

（
亡　

征　

士
）

五　

名　
　

小
坂
田
昭
子　

様

（
亡　

晴　

子
）

大
内
谷　
　

遠
藤　

美
行　

様

（
亡　

や
ゑ
子
）

　

原　
　
　

片
山　

勝
吾　

様

（
亡　

孝　

子
）

川　

北　
　

河
本　

洋
子　

様

（
亡　

清　

）

土　

居　
　

江
見　

正
文　

様

（
亡　

久　

子
）

竹　

田　
　

岩
本　

義
信　

様

（
亡　

年　

子
）

上
福
原　
　

小
林　

克
美　

様

（
亡　

美
保
子
）

上
福
原　
　

尾
崎　

作
雄　

様

（
亡　

玉　

代
）

田　

渕　
　

竺
原　

年
彦　

様

（
亡　

豪　

男
）

福　

本　
　

坪
内　

國
男　

様

（
亡　

や
す
い
）

福　

本　
　

澤
谷　

千
惠　

様

（
亡　

岩　

夫
）

横　

尾　
　

岡
田　

好
雄　

様

（
亡　

豊　

子
）

八
尾
市　
　

津
田　
　

公　

様

（
亡　

高　

枝
）

熊
野
町　
　

山
本　

勝
英　

様

（
亡　

千
代
子
）

川
崎
市　
　

内
藤　

斎
二　

様

（
亡　

敏　

代
）

市
原
市　
　

髙
田　

義
典　

様

（
亡　

鐵　

男
）

中　

山　
　

橋
本　

峰
子　

様

（
亡　

牛
島　

時
成
）

奈
義
町　
　

髙
元　
　

明　

様

（
亡　

實　

一
）

長
谷
内　
　

絹
田　

謙
吾　

様

宗　

掛　
　

江
見　

正
樹　

様

野　

形　
　

柴
山　

仲
代　

様

後　

山　
　

杤
山
フ
サ
ヨ　

様

後　

山　
　

広
畑　
　

賢　

様

豆　

田　
　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク
様

美
作
市　
　

作
東
仏
教
会
様

余　

野　
　

小
坂　

好
美　

様

（
亡　

幸　

夫
）

　

地
域
社
協
活
動
研
修
会
が
、
倉
吉

市
上
井
地
区
社
協
会
長
の
伊
藤
俊
之

氏
を
講
師
に
開
催
さ
れ
、
地
区
社
協

活
動
の
運
営
や
必
要
性
を
学
ん
だ
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
課
題
を
把
握

す
る
た
め
に
は
、
先
ず
は
身
近
な
人

か
ら
情
報
の
共
有
が
出
来
る
仕
組
み

づ
く
り
が
大
切
と
述
べ
ら
れ
、
自
ら

が
地
域
に
出
て
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
買
っ
て

出
ら
れ
た
と
聞
い
た
。

　

組
織
が
機
能
し
て
動
く
の
は
人
で

あ
り
、
人
が
動
く
の
は
情
熱
で
あ
る
。

地
域
で
人
と
ひ
と
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
、
情
熱
を
持
っ
て
地
域
福
祉
を

推
進
さ
れ
て
い
る
伊
藤
氏
の
取
り
組

み
に
感
動
を
覚
え
た
。

編
集
後
記

本所・作東支所
〒709-4234　美作市江見２８０
TEL（0868）７５－２６２２　FAX（0868）７５－７０８１

大原支所
〒707-0412　美作市古町１８５０－１
TEL（0868）７８－０５０９　FAX（0868）７８－３２３０

美作支所
〒707-0014　美作市北山４０１
TEL（0868）７２－３６７７　FAX（0868）７２－３９６９

勝田支所
〒707-0201　美作市梶並７０
TEL（0868）７７－２９００　FAX（0868）７７－２９３３

東粟倉支所
〒707-0403　美作市東青野８４４－１
TEL（0868）７８－２８００　FAX（0868）７８－２９４６

英田支所
〒701-2604　美作市福本８０６－１
TEL（0868）７４－２４８８　FAX（0868）７４－３２３２

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

平
成
24
年
１
月
21
日
か
ら

平
成
24
年
２
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
2
月
20
日
発
行
の
社

協
だ
よ
り
44
号
に
、
以
下
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す

「
多
額
の
ご
芳
志
」

香
典
返
し
の
１
段
9
行
目

〔
誤
〕
川
上　

岩
崎　

竜
夫　

様

（
亡　

信　

義
）

〔
正
〕
川
上　

岩
崎　

竜
夫　

様

（
亡　

伸　

義
）

︵
訂
正
と
お
詫
び
︶


